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Ｐ２～３ 虹のひろば・さんやそう 
Ｐ４～５ 子どもぴぴっとクラブ通信 
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あ
ら
か
る
と 

 

第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
・
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
会
（
岩
手
り
ん
ど
う
国
体
）
が
平
成
十
七
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
四
日
間
、
安
代
町
の
安
比
高
原
ス
キ
ー
場

を
中
心
に
四
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。 

本
県
で
の
ス
キ
ー
国
体
は
一
九
九
八
年
の
い
わ
て
銀
河
国
体

以
来
七
年
ぶ
り
三
度
目
で
、
い
ず
れ
も
安
代
町
で
の
開
催
で
あ

る
。
「
還
暦
」
の
節
目
と
な
っ
た
本
大
会
は
「
雪
さ
ら
ら 

人
情

た
わ
わ 

汗
き
ら
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
四
十
七
都
道
府

県
か
ら
役
員
、
選
手
約
二
千
二
百
人
（
選
手
約
千
六
百
人
）
が
集

っ
た
。
二
十
二
日
の
開
会
式
直
前
に
は
、
北
上
鬼
剣
舞
連
合
会
が

勇
壮
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
白
銀
の
祭
典
を
盛
り
上
げ

た
。 競

技
は
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
大
回
転
・
ジ
ャ
ン
プ
・
距
離
・

合
の
ス
キ
ー
四
種
目
と
公
開
競
技
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
行
わ

た
。 

岩
手
県
勢
の
活
躍
は
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
詳

く
報
道
さ
れ
た
。
前
回
成
年
Ａ
で
活
躍
し
た
選
手
が
成
年
Ｂ
や

で
活
躍
す
る
な
ど
話
題
も
豊
富
で
あ
る
。 

私
は
自
分
自
身
ス
キ
ー
が
好
き
な
こ
と
、
知
人
が
大
回
転
に
出

す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
十
三
日
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
に
向
か

た
。
朝
七
時
、
北
上
・
江
釣
子
イ
ン
タ
ー
を
出
発
の
と
き
か
ら

速
道
は
吹
雪
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
は
猛

雪
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
競
技
は
行
わ
れ
、
雪
の
精
鋭
は
輝

が
ん
ば
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
大
回
転
は
残
念
な
こ
と
に

人
だ
け
が
滑
り
、
次
の
日
に
延
期
と
な
っ
た
。 

そ
の
う
え
、
帰
り
は
こ
と
さ
ら
大
変
だ
っ
た
。
高
速
道
は
通
行

め
、
し
か
し
、
知
り
た
い
情
報
は
入
ら
な
い
。
つ
く
づ
く
岩
手

広
い
と
思
っ
た
。
ふ
と
、
「
ス
ポ
レ
ク
い
わ
て
２
０
０
５
」
が

上
を
主
会
場
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
心
が
走
っ
た
。 

ぴ

まうすりい）⑤ぴぴっと相談室（子育て・新聞づくり企画アドバイス）⑥広報活動（会報＆ホームページWWW.npo2000.net/ppt/等々） 
ＮＯ.１８ 春号 
平成 1７年３月１日 

発 行 
ぴっと（PPT）研究会
 
雪の多い冬だった 
 
けれど その雪の下 
少しずつ暖められた土の中 
芽吹こうとする草々 
 
日差しのぬくもりに 
木々の芽も蕾も緩やかにふくらみ 
 
そして 
南から吹く風に乗って 
色鮮やかな春がやってくる 
 
小鳥のさえずりに耳をすませ 
花の季節を迎えよう 
 

複れしＣ場っ高吹き十止は北
 １
ぴぴっと(ＰＰＴ)研究会主な活動：①新聞関係各種講習会②子どもぴぴっとクラブ③ぴよぴよぴぴっとクラブ④新聞を読んで今を語る会(通称：
1８－1



                沢内村川舟保育所 

                              所長 佐藤 りき子 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ほい  く
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 ・

 
 沢内村では、かな

できました。社会的

ちの成長に悪い影響

 そこで、子どもの

であると考えて、色

 

 ＜家庭と保育所（

１． 給食の保育

アンケート

たので、一日

２． 家族でのポ

家族で食材

らポスター作

保育所の玄関

に対しても食

３． ノーテレビ

   「食育」と

どの家庭で「

の３０分～1
ほしい」とい

た。その結果

施することに

４． サンプル展

   その日に子

関に展示し、

うことができ

＊ 子どもたち

＊ 子どもの発

＊ 家庭でも保

＊ 家庭で保育

＊  
保育所と家庭が連

食事である」ことを

 畑保育・クッキン

庭としっかり手を取
 子どもの心身の健全な発達を願って 
・・保育所・家庭が連携して子どもの食生活を考える・・・   

り前から子どもたちの食生活の大切さについて、学校保健会の課題として取り組ん

にも、子どもの健全な成長のために食生活が重要であり、食生活の乱れが子どもた

を与えているともいわれています。 

食生活をよりよいものにしていくためには、生活の基盤である家庭との連携が大切

々な取り組みを試みましたので、その一部を紹介します。 

保育士・調理師・栄養士・保健師）との連携＞ 
参加と参観（5月～1月まで、保護者の希望する期日に実施） 
調査より「野菜を食べない、食事のマナーがよくない」等のことが浮き彫りになっ

保育士として保育所の生活に参加し、参観をしていただく。 
スター作り （次ページ参照） 
のこと、料理のこと、食事のマナーのこと、リサイクルのことなどを話題にしなが

りをした。どれも力作で、村のイベントである「ふれあい広場」に展示したり、

にはりだしたり、さらに、地域の温泉宿泊施設に展示し家庭だけでなく、地域の人々

事に関する意識化を図ることができたと思う。 
タイムの実施 
いう観点から、家庭における食事中のテレビ視聴の実態を調査したところ、ほとん

テレビを見ながら食事をしている」ということがわかった。そこで、「せめて食事中

時間はテレビを消して、食事に集中することで、話をしたりマナーを教えてあげて

う願いから、保護者に働きかけて「ノーテレビタイム」の実施（試験的に）してみ

賛否両論があったが、一応 3月まで、規制するのではなく家族の実情に合わせて実
している。 
示 
どもたちが食べた給食の一人分をサンプルケースに入れて、降所時間に合わせて玄

子どもと保護者に保育所での食事、そして家庭での食事について関心を高めてもら

るのではないかと思い実施することにした。 
が保育所で、何をどれぐらい食べているのか把握できる。 
達過程に応じた料理の組み合わせ、食材の大きさ、調理方法がわかる。 
育所で提示した料理を作ろうとする意欲が出てくる。 
所の食事を話題として、親子のコミュニケーションを図ることができる。 

携しながらの食事の指導は、取り組んでみて「子どもの健全な心身の成長の基本は

改めて確認できたように思います。 

グ活動・ノーテレビタイムや保護者への情報提供等々課題は多く、今まで以上に家
り合って活動を進めていきたいと考えています。 



家族で作った食育ポスター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

       さんやそう 
   この写真は、前号に掲載した“茶の花”と同じ日に、す      

   近くにあり、冬を迎えるこの時期にセリとともに小川いっ

い緑に繁茂していた。兄は、これを金魚の水槽に水草とし

入れて目で楽しみ、大きくなればサラダにしている。 
   立花（北上）の田んぼ脇になんぼでもあった。草刈りして

追いつかないくらいだったよ。」  犬の散歩が楽しい発見と

  ク

が、

あわ

  お

んで

遊ん

   

 

                     

                     

                      ぐ
ぱ

て

                     「

も

もなったようだ。 
レソンといえばビフテキの脇についてくるあの生野菜。現在は、全国各地の清流に雑草として繁殖している

元々はビフテキのつまに高級野菜として輸入されたものだとか。そのまま食べると苦みがあるが、他の味を

せると不思議と苦みは消える。年中食べることができるおすすめの野菜である。 

オランダガラシ（クレソン）        

かげさまで、この暮れには他の山菜と共に多くの方への贈り物となった。「スーパーで結構な値段がついて並

いるよ。まだ、食べたことのないの。どうやって食べればいいの。」返礼の電話が来るたびに、子どもの頃に

だ懐かしい野山からの贈り物に話の花が咲いている。なんとアットホーム。 
                 （文・写真提供 ／ 沢内村 大石 信夫氏 ）             
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第 5 回 
 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       
   
 

 
 

   子どもぴぴっとクラブが発足して３年目

６
年 

女
子
の
作
品 
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  “番外編“として初の新聞づくり講習会を

した。2年生から6年生まで8名が参加。

くりは初めてという子もいましたが、全員

溢れる新聞を時間内に仕上げる事が出来ま

新聞づくり講習会 

 
 

新聞の４こまマンガを使って活動をしました。 
・ バラバラになった４こまの順番を考える。 
・ 「サザエさん」の 4こまマンガに題をつける。 
・ 「ののちゃん」の３こま目を考え、実際に書いてみる。 
・ 自分で 4こまマンガを書いてみる。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作品例

 

４
こ
ま
マ
ン
ガ
は
、
そ
の
時
々
の

時
代
背
景
や
社
会
事
象
な
ど
も
反

映
さ
れ
て
お
り
、
主
人
公
の
性
格
や

心
の
様
子
が
子
ど
も
た
ち
に
も
捉

え
や
す
い
の
で
、
今
回
取
り
上
げ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

会
長 

談

1月 8日開催

私は漫画家 
平成 17年 1月 19日開催
《3こま目を変えてみよう》
           
の今年、 

行いま 

新聞づ 

が個性 

した。 



小学生の子どもたちを対象に、遊びを通して新聞に親しみ、表現力や

国語力を自然に身につけてもらおうと、ぴぴっと研究会が主催している

会です。 
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〜
子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
〜 

 

マ
ン
ガ
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
。
お
茶
が
苦

か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。〔
４
年 

男
子
〕

 

ま
っ
ち
ゃ
も
お
い
し
く
て
、
お
か
し
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
マ
ン
ガ
を
作
る
の
も
大
変
で

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

〔
２
年 

男
子
〕

 

た
の
し
か
っ
た
。 

マ
ン
ガ
や
お
茶
会
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
４
年 

男
子
〕

 

マ
ン
ガ
を
書
く
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
っ

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
３
年 

女
子
〕

。

 

は
じ
め
て
４
こ
ま
マ
ン
ガ
に
挑
戦
し
た
け

ど
、
何
と
か
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
さ

よ
か
っ
た
で
す
。

い
後
も
た
の
し
か
っ
た
の
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
年 

女
子
〕

 

さ
い
後
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
お
茶
を
の

め
て
う
れ
し
い
。
ま
た
や
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
年 

女

〕
子

 

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

〔
６
年 

男
子
〕

 
 
 
 ４こまマンガ、お茶、
終了証、楽しかったで

す。  ２年 女子 

大島禮子先生 

 
• 裏千家教授の大島禮子先生を講師に迎え、 
茶道にふれました。大島先生のお着物姿に、 
凛とした空気が…。お茶が初体験のこどもも 
多く、いつもは元気な子どもたちも緊張した 
面持ちでお道具の名前や使い方の説明を受け 
ていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
お茶を頂きながら「にが～い」 
と大騒ぎする子も･･･。雛祭りに 
ちなんだお菓子に、季節感を感じ 
ながらのお茶会となりました。 

茶道に親しもう 



 

 新聞づくりに役立つ、用語や記号を 

                        教えてください。 
 

№ １６                  （北上市 小学生）              

 

 

 

 

 

 

用語

 

２．か

   

   

   

   

   

   

   

   

３．つ

   

   

   

 

 

   

   

項

子ど

ぴよぴ

新聞

新聞を読

会

各種

 18‐6
 新聞づくりに役立つ、用語や記号には①活字、②書体、③約物（やくもの）、④罫線、

⑤コラム、⑥見開き、⑦エトキなどいろいろあります。今回は、約物（やくもの）につい

て考えて見ましょう。 
・記号編 ―― 約物（２） 

っこ類 

 「  」 かぎ ひっかけ          『  』 二重かぎ 

 （  ） かっこ バーレン         （（  ））二重バーレン 

 〔  〕 キッコー             〔〔  〕〕二重キッコー 

 【  】 すみつきバーレン         ｛  ｝ 中かっこ ブレース 

 〈  〉 山バーレン ギュメ        《  》 二重ギュメ 

 ［  ］ 大かっこ             ‘  ’ アポ コーテーション 

 “  ” ダブルアポ ダブルコーテーション 

  

なぎ記号 

  －  ハイフン               ＝  二重ハイフン     

  ―  ダッシュ                  二重ダッシュ 

  ～  波ダッシュ 波形 

     平成 1７年度 ぴぴっと(PPT)研究会 年間活動計画 

     月 

 目 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月

もぴぴっとクラブ  ○  ○  ○  ○  ○   
よぴぴっとクラブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
づくり講習会  ○    ○       
んで今を語る会（まうすりい） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
報｢ぴぴっと｣   ○   ○   ○   ○ 
全国大会参加    ○         
総   会 ○           ○ 

約物（やくもの）とは、印刷用語で文字・数字以外の各種記号活字の総称を言います。



７

７ 
    

 

 

 

      
 

                      北上市立黒沢尻北公民館 

館長  高橋 英夫 

 
 
   私が「新聞を読んで今を語る会（通称：まうすりい）」にかかわったのは、第２回目のおり 

だったと記憶している。主催者であるぴぴっと研究会の小笠原味佐枝会長とは周知の間柄で 
あり、まうすりいの会場が当公民館ということもあり案内を受けたのである。 
 当日はやや参加会員が少なく、正直なところ先行きを心配しながら、いわゆる「知的な井 
戸端会議」にやや傍観的な気分で参加したのであった。 
 「新聞を読んで今を語る」とはよく言ったもので、各自が気になる新聞記事について思っ 
たこと・感じたことなどを述べあい、それについて自由にディスカッションするという形式 
で会は進められた。私もその中で少しばかり思ったこと等述べさせてもらった。 
 終わってから気づいたことだが、今ＴＶなどの情報化社会の中にあって、少々地味な気も 
する「新聞記事」を取り上げて活動する会 ‥‥ その今だからこそ大事な発想であり、時 
代が要請している方向を指しているのではなかろうかとも思う。 

 
   さて、今回「まうすりい」についての寄稿ではあるが、折角の場であるから、ぴぴっと研 
  究会並びに会から毎回届けられる「会報ぴぴっと」について感じたことを併せて載せさせて 

頂こうと思う。 
   「会報ぴぴっと」について 
      ・毎回色どりが明るく、内容が多面的・豊かで読み手の心を知っているようで、 

すばらしいと思う。 
・「子供の心を耕す読書のすすめ」は、とても参考になり、北公民館での子供の 
図書館づくりに役立てたい。 

      ・「虹の広場」は、地元学という視点から捉えるよい見本と言えると思う。 
      ・「子どもぴぴっとクラブ通信」は、子どもの持つ可能性を引き出してくれる場。 
   「ぴぴっと研究会」について 

目の輝く仲間をひとりでも増やしながら、今後の更なる活動に期待したい。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

新聞を読んで今を語る会（通称まうすりい）は、「ちょと知的な井戸端会議」を合言葉に複数の新聞を読み比

べ、社会情勢から身近な出来事まで、いろいろな事柄について楽しくディスカッションしながら、おたがい刺激

しあって自分を高めていくことを願いスタートした会である。ぴぴっと研究会では、平成 13年 4月より「まう
すりい」を開始。平成 1７年３月で４８回を数える。 

 
 毎月第 2火曜日、10時から 12時まで北上市立黒沢尻北公民館を会場に開催中。 
参加希望者はどなたでも大歓迎！！ 
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八
十
才
の
お
ひ
な
様 

 
 
 
  

我
が
家
に

 
 
  

三
つ
目

は
、
三
つ
の
お
ひ
な

様
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
の
実
家

一
つ
目
は
い
つ
も
玄
関
に
飾
る 

 
 

母
が
生
ま

小
さ
な
土
人
形
。
一
人
暮
ら
し
を 

 
 

八
十
年
も

始
め
た
時
に

 
 
 

物
心
つ
い

自
分
用
に
買
っ
た
も

っ
た
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様
と
い
え

 

二
つ
目
は
、
娘
が
初
節
句
の
時 

 
 

る
古
い
古

に
、
ジ
ジ
バ
バ
が
買
っ
て
く
れ
た 

 
 
 

こ
れ
は

も
の
だ
。
内
裏
雛
と
い
う
や
つ
で

 
 

お
ひ
な
様

、

お
内
裏
様
と
お

 
 
 

に
押
絵
で

ひ
な
様
が
仲
良
く

並
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
て
飾

 新聞まめちしきその 17  新聞まめちしきその 17 

 

明

証金

杓子

況で

時期

ジス

をて

 明

や翌

など

スッ

（「

 

 気

てい

雪か

冷地

です

と思

 な

新し
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珍名新聞・珍名雑誌続々登場す

治 16 年の新聞紙条例改正によって保

の前納を義務づけられるまでは、猫も

も新聞雑誌の出版を試みるという状

、珍名新聞・珍名雑誌は主としてこの

に発生した。これらには、権力へのレ

タンスと、単に注目を集めるために奇

らってものとの二通りがある。

治 10 年の「団団（まるまる）新聞」

11 年の「溺濘叢談（出来ねい相談）」

は前者、同年の「生意気新聞」「月と

ポンチ」などは後者であろう。
は
、
母
が
生
ま
れ
た
時
に 

 
 

ジ
オ
で
そ
れ
が
「
く
く
り
雛

で
買
っ
た
も
の
ら
し
い
。 

 
 

う
ら
し
い
こ
と
を
知
っ
た
ば

れ
た
時
だ
か
ら
、
今
か
ら 

 
 
 

う
ち
に
来
る
前
は
な
ぜ
か

昔
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が 
 
 

に
長
年
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

て
か
ら
見
て
き
た
お
ひ
な 
 
 

り
飾
り
も
せ
ず
、
ほ
っ
た
ら

ば
、
こ
の
八
十
才
に
も

 
 
 

と
い
う
の
で
、
十
年
程
前
そ

な

い
お
ひ
な
様
で
あ
る
。 

 
 
 

あ
と
喜
ん
で
譲
り
受
け
て
き

、
ご
く
普
通
に
み
か
け
る 

 
 
 

久
し
ぶ
り
に
見
る
う
ち
の

と
は
大
分
違
う
。
掛
け
軸 

 
 

様
は
、
や
け
に
お
顔
が
面
長

で
き
た
お
ひ
な
様
を
ひ
っ 

 
 

て
い
る
も
の
も
古
ぼ
け
て
は

る
も
の
で
あ
る
。
最
近
ラ 

 
 

で
も
、
や
っ
ぱ
り
う
ち
の
お

太陽コレクションかわら版新聞」より抜粋）

編集後記  

分的にはとっても春が近づいてき

るのに、気温はさっぱり上がらず、

きばかりの毎日にもううんざり。寒

に住んでいるのだから仕方ないの

が、本当にもう冬はたくさん・・・

うのは私だけでしょうか。 

どと愚痴ばかりこぼしていないで、

い春に向かって邁進しましょう！

ホームページ：
」
と
い 

 
 

な
の
だ
。 

か
り
だ
。 

 
 

こ
の
お
ひ
な
様
を
見
る
と
、

兄
の
所 

 
 

っ
た
こ
ろ
の
こ
と
を
鮮
明
に
思

さ
っ
ぱ 

 
 

毎
日
友
だ
ち
と
通
っ
た
道
端
の

か
し
だ 

 
 

祠
の
お
地
蔵
様
、
お
百
姓
さ
ん

れ
じ

 
 
 

な
と
叱
ら
れ
た
レ
ン
ゲ
畑
、
今

ゃ

た
。 

 
 
 

父
の
背
中
越
し
に
恐
々
の
ぞ
い

お
ひ
な 

 
 

池
・
・
・
。
今
で
も
ふ
っ
と
そ

で
、
着 

 
 

っ
て
い
け
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥

い
た
。 

 
 
 

今
年
八
十
才
の
お
ひ
な
様
を

ひ
な
様 

 
 

ら
昔
を
ま
た
懐
か
し
ん
で
い
る

ひ
な
様 

 
 

ら
昔
を
ま
た
懐
か
し
ん
で
い
る

ご意見・ご感想をお待ちしております
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